
1 

《ヨハネ》を聴き終えるといつも沈黙を強いられる、

というのは私だけではないだろう。この受難曲に託さ

れたバッハの「ヨハネ福音書」解釈の絶妙な音楽化と

ドラマトゥルギー。至高の美しい音楽の結晶……。ゴ

ルゴタの十字架を自らの内に打ち立てよ、と迫ってく

るかのようだ。人間の尊厳の問いとして。 

さて、東京バッハ合唱団の記念すべき大プロジェク

トも《ロ短調》《マタイ》《クリスマス・オラトリオ》

と続いてきて、《ヨハネ》で大団円を飾ることになり、

祝福すべき感動的な日となった。 

私はその全てを拝聴させていただくことになった

が、いずれのコンサートでもその演奏ぶりには大いに

感銘を受けたものだ。バッハ音楽のすばらしさはもち

ろんのこと、大村先生のコンダクターシップのもと、

独唱者、合唱団、オーケストラのみなさんがともに音

楽を創り上げていく姿に。ああ、音楽を分かち合うと

いうのはこういうことなんだ、と思い至った次第。こ

こにあらためて大村先生と団員の皆さんの情熱と偉業

にエールを送ります。 

大村先生の音楽観・演奏観に接してきて、たびたび

思うことだが、テクスト原語主義とか正統云々という

ようなことは、もはや私たちの音楽生活にとってはさ

したる意味をもたないのではないか。既成の価値観に

囚われすぎた、あるいは偏狭な教養主義的文化観にす

ぎないのではないか、と思うことがある。とりわけ、

音楽する現場ではもっと生き生きとしたダイナミック

な文化の共有ということが言われてもよいのではない

か、と。問題は音楽の精神をどう表すか、そこにある

と思えてならない。音楽の伝えるべき内実のほうが大

事なのであれば、言語の問題も自ずと解消されるので

はないか、とも。 

大村先生は、こう述べられている。「バッハのカン

タータや受難曲などが、元来、心の叫びとしての祈り

の歌である限り、魂そのものである母語（自国語）に

よって、歌われ・聴かれることの意義は決して小さく

ないはずです。バッハ音楽の源泉には、自国語で聖書

を読み､日常のことばでコラールを歌うことを決断し

たルターらの改革の精神があったのであり、何よりも、

バッハ音楽自体のもつ卓越した情緒表現力と意味・思

想の形象化の巧みさが、ドイツ語やラテン語といった

個々の言語の枠を越え、他のさまざまな言語による訳

詞上演を容易にしているのです」（プログラムより）。

母語で歌うことにより、バッハの祖国の人々と同じ魂

の深みで音楽に共感できる、というわけである。 

かくて、すっかりバッハの日本語演奏に馴染んだ私

は、3 月 15 日、早めにコンサート会場に着き、立派な

プログラムに掲載されている大村訳歌詞を改めて眺め

た。改めて、というのは、実は今回、かつて東京バッ

ハ合唱団創立 30 周年記念コンサートを撮ったライヴ

のＤＶＤをご提供いただき、「予習」することが出来た

からである。1992 年だから、20 年以上も前（コントラ

バスの溝入さんはじめ皆さんお若い！）。これは単にド

キュメントとしてだけではなく、「標準」を示した演奏

になっているようで、新しい団員を含む合唱団にとっ
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ては、今回の公演に向けての練習の拠り所ともなって

いるという。 

今回、そうした「予習」のおかげもあって、《ヨハ

ネ》演奏を存分に楽しむことが出来た。《ヨハネ》では

合唱の出番が多い。合唱パートがドラマの中心をなし

ているといってもよいかもしれない。冒頭合唱からし

て、「わが主 いと高き君よ / その誉れ 地に映ゆる者

よ」と、「ヨハネ福音書」の大命題が表明されるわけで

ある。印象的な序奏のあとに出る 3 つの「Herr」の呼

びかけを大村先生は、「わ・が・主」として巧みに１セ

ンテンスに置き換える。こうした訳詞の工夫といい、

とりわけ合唱部分の発語はどこをとっても自然な日本

語になっていて説得的であった。いつもながらコラー

ルの四声体の響きは、優れた訳詞によって全く違和感

はない。歌う人の思いが込められた分、よりバッハが

言わんとするコラール内容を直截に示している。そし

て、《マタイ》に続いて、《ヨハネ》でも、エヴァンゲ

リストの鏡貴之さんは立派だった。明確にして流麗、

ドラマティックな朗唱にすっかり惚れ込んでしまった。

これまた、日本語でのストレートな歌唱ならではの妙

味と言うべきか。とにかく、「大村版ヨハネ」は、音楽

の精神をバッハから直接に受け取って訴えかけるとい

う、ほんとうに聴き応えのあるものだった。 

コンサートでは休憩時間に「元団員」という方と喫

煙を共にして、感想を述べ会う機会がある。「みんな好

きだからねえ、またそうでないと、ここまで続けられ

ないんだよ」。彼は現在、毎回客席からみんなを見守り、

激励している……。 

まさにそうなのだ。音楽が好きで、合唱が好きで、

バッハをこよなく愛することのできる力。ただひたす

らに愛することのできる人たち、それが素晴らしくな

いはずがない。私が大村恵美子・東京バッハ合唱団に

惹かれるのは、そうしたことを忘れないようにするた

め、願わくばもっともっと大勢の方たちにそれをわか

ってもらいたいがためである。これからも今と同じよ

うに、熱心で愛にあふれた素晴らしい存在であってほ

しい。  

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

期待を裏切らない、印象深い演奏 

由本 光一郎  

予てより私が東京バッハ合唱団に注目していたの

は、主宰者の信念に基づき、すべて母語である日本語

で演奏する、という点です。歌は原語でなければ、と

先入観を持っていた当方にはやや違和感があったもの

の、訳詩を一読してこれならば、と思い直し、また訳

詩者でもある大村恵美子さんが演奏指揮も担当されて

いるのが非常に興味深くもあり、今回参加させて戴い 

た次第です。 

当日の演奏は期待を裏切らない、印象深いものでし

た。深い悲しみを湛えたさざ波のような序奏に続く、

わが主、と激しく呼びかけるあの第 1 曲のフーガを聞

いた時から、すでに当方の意識は 2000 年前の聖書世界

に立ち、それからはキリスト受難の物語の展開に聞き

入るばかりでした。 

僭越ながら、この日の演奏を通じ強く印象に残った

点を下記致します。 

○このように入念になされた訳詩であれば、日本語

演奏にもまた大きな存在意義があるのでは。 

○同時にここでの訳詩は日本語詩そのものの深化

にもつながるのでは。かつては上田敏が、最近では

大島博光氏が取り組んだような、歌いくち滑らかな、

声に出して読む訳詩。 

○アンサンブルの乱れが皆無では無かったけれど

（失礼）、それを補って余りある熱演。特に大村さ

んの指揮は素晴らしかった。 

○全曲を通じてエヴァンゲリストの透明感あふれ

る歌唱が印象的。 

この度はヨハネ受難曲の素晴らしい演奏を聴かせ

ていただき、ありがとうございました。 

（B 岡村隆氏ご招待者） 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

会場アンケートより 
 

＜演奏全般について＞ 

・前回に比べて、合唱の力強さを感じました。とくに

第 2 部の合唱は、素晴らしいと思いました。 

・合唱、オーケストラ、ソリスト共にバランスが良く

て、安定感があった。今回は、合唱で男声に元気があ

った。 

・前回のマタイ受難曲とほぼ同じメンバーで、東京カ

ンタータ室内合奏団、合唱が一体となって、落ちつい

た演奏として聴いた。大村先生の長年の仕事に拍手、

ご苦労様です！ 

・全体に良かったと思う。第 9 曲のソプラノの歌唱は

とても良かったです。12ｃ.の「ペテロいたく泣けり」

のエヴァンゲリストの歌唱は、もっと深みが欲しかっ

た。胸に突き刺さるような感動を得られなかった。 

・神様、この時をありがとうございました。大曲をあ

りがとうございました。どんどん盛り上がりました。

説明を読まないで（見ないで）きくと一言一言が伝わ

ります。何度かきいている内にこちらも馴染んできま

すね。練習大変でしたでしょう。 

・毎回楽しみに聞いています。 

・大斎節にこのような機会が与えられ感謝します。 

・わきあがる合唱、音のひとつひとつに輝きを感じる

ソリストの声、すばらしかった！ 感謝です。エヴァン

ゲリスト、すべてすばらしかった。20.テノールと 32.

バスのソロ、すばらしかった！ 30.アルト・ソロ、“こ
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と終わりぬ”悲しみが伝わった。 35.ソプラノ・ソロ、

“溶けよ心 涙のうちに”すばらしかった。39.合唱、

すばらしかった！ 40.“ああ主よ”全員が楽譜を下げ

て（見ずに）歌っていたこと、感動しました。 

・大変良い企画。ますます磨かれています。 

・感激。 

・大変 見事でした。ありがとうございました。 

・管弦とソロが力強かった。 

・特に受難週の前に聞くことが出来るのはとても良い

こころみと思います。 

・今回も大変 素晴らしかったです。 

・すばらしかった。感動しました。ソリスト すばらし

い。 

・マタイ受難曲とは違った意味で、新鮮な感動を覚え

ました。とくに、今回は合唱の素晴らしさを堪能しま

した。いつものことですが、大村先生はじめ、皆様に

感謝したいと思います。40.コラールは大事なところで

あり、全員参加でもう一度味わうことができ、とても

良かったと思います。 

・大変すばらしかった。バッハ合唱団の水準の高さ、

再認識しました（30 年ぶりの来聴）。特に福音史家、

美しい正確な発音発声で大変印象的。 

・感動しました。おつかれさまでした。テノールさん

の声はすばらしい。 

・実力がどんどん上がってます。後半とてもよかった

です。 

・冒頭合唱はもう少し迫力が欲しく思いました。後半

は良かったです。福音史家のソリスト、イエス様の渡

邊氏、本当に素晴らしかったです。合唱はコラールが

特に良く、弱音がとてもきれいで揃っていました。合

唱の 27b は最高でした♡ 

 

＜とくに、日本語演奏について＞ 

・歌の内容が理解できるので、とても良い。特に、鏡

さんは滑舌も良く、迫力があった。 

・やはり分かりやすくて楽しめる。エヴァンゲリスト

の鏡さんは、出色。場面が、目に浮かぶようであった。 

・日本語だから直接内容が伝わる。マタイ受難曲でと

ても感動したので、ヨハネ受難曲も聴きたいと思った。

こちらは登場人物の細部が省略されているので、演奏

時間も短い。Violin Group が印象的でした、特にコン

サートマスター。マタイの時よりオケの人数が少ない

けれど、良い響きでした。 

・有名なコラールは、普段でも口ずさめる日本語に訳

せないものでしょうか。［『バッハ コラール・ハンドブ

ック』（大村訳詞、春秋社）をお勧めします］ 

・前回よりも馴染めました。歌う方は、日本語を音に

のせるのは難しそうだと思いました。何度もきかせて

頂くと分かりやすくなるのですね。 

・社会に出て、最初に購入したＬＰが、マタイ受難曲 

とヨハネ受難曲でした。小生はドイツ語でも可。 

・歌詞をみながら 意味を考えることができました。感

謝します。 

・ドイツ語ＣＤだと意味がわからなかった。冒頭の合

唱など、特に意味が伝わると感慨深い。 

・福音書（読んだことない）を聖画と共に、一枚一枚

繰り広げる思い。 

・内容がよくわかり涙が出そうになりました。最後ま

で引き込まれるように聞かせていただきました。もう

一度きかせていただきたいと思いました。 

・バッハが泣きながら書いたのではないかと思いつつ

聞きました。 

・内容が伝わってくるのはとても良かった。 

・分かることばで心のあり様を聞き取ることは、とて

も意義深いと思う。 

・とてもわかりやすく良かった。心に沁み込んできま

した。 

・エヴァンゲリストがとても聞きやすく、ヨハネ福音

書の 18 章、19 章が立体的に浮かび上がってきたよう

な印象です。 

・他では聴けない演奏です。これからもがんばってく

ださい。 

・字幕よりも分かりやすくて良いと思いました。違和

感なく楽しめた。 

・すばらしい、よく理解できます。 

・こんなに恵まれた演奏はないと思います。 

・原語だと内容がわからないが、日本語演奏だと内容

が理解できた。 

・大曲になるとわかりにくいと思いました。コラール

は良いです。 

・私は日本語演奏は好きではありません。素人考えで

すが、１音符につけられるドイツ語発音と日本語の発

音は、似ているけど違う響きで、美しいドイツ語で歌

われたらどんなにいいかと思います。聞きに来る人は

少しの予備知識をもってくるべきです。 

 

＜その他、本日の運営全般、会場について等、何でも＞ 

・聖書の内容をこうして改めて味わうと人間の持つエ

ゴイズム、群集の無責任な心理等、現代に通じる普遍

性を感じた。 

・マタイの時に比べて熱気が少なかったのは、曲の成

り立ち故か。でも心が澄みました。最後に皆で歌えた

こと感動しました。 

・素晴らしい会場です。どんどん使いたいですね。 

・指揮の方の 50 年がつまった素晴らしい演奏でした。

ありがとうございました。 

・「演奏と鑑賞の手引き」、理解を深める上で非常に貴

重だと思います。 

・懇切ていねいな文献配布、有りがたかった。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
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加藤 剛男（団員） 

今年 3 月 9 日に大村恵美子先生は、83 歳の誕生日を

迎えられました。ますますご壮健で、演奏内容も渾身

の表現で、聴衆に感動を与え続けておられます。前日

の東京バッハ合唱団の練習日には、団員より胡蝶蘭の

鉢が贈られました。また 3 月 1 日には、荻窪の「さか

なや道場」で先生のお好きな魚料理で、団員と会食す

る「お誕生お祝い会」が持たれました。 

「バッハの高さと広さの両面を忠実につたえ、芸術

家のためと同時にもっと幅広い一般の人々のためにも

存在するようなものになること……。バッハの音楽を

とおしてみんなが心を開きあい、通わせあうこと」

（1963 年 1 月、第 1 回披露演奏会：芸術家会館ホール

での大村恵美子先生のご挨拶から）という使命のもと

に、恒久的なバッハ演奏を目指して始まった東京バッ

ハ合唱団。 

52 年間の合唱団の歴史を振り返ることにより、大村

先生の成された偉業をたどってみたいと思います。 

①バッハ演奏の草分け：東京バッハ合唱団は、1962

年に大村恵美子先生によって創設され、バッハの作品

のみを演奏する日本でも稀有な合唱団。当時としては

バッハ演奏の草分け的存在でした。 

②日本語訳詞の演奏：常に、大村先生の日本語訳詞に

より演奏されてきました。バッハの音楽を大衆に根づ

かせ、演奏者と聴衆の一体感を実現しました。マルテ

ィン･ルターが自国語訳聖書を作ったように。「マタイ

受難曲」演奏会でも、「ヨハネ受難曲」演奏会でも、日

本語訳のバッハだから曲の内容が伝わり、感動が与え

られたという感想をいくつもいただきました。 

③錚々たる講師を招いてバッハを研究：辻荘一、服部

幸三、深津文雄、角倉一朗、高橋昭、東川清一、杉山

好、礒山雅、樋口隆一各氏らのバッハ研究者を招き、

バッハ作品の内容をより深く理解するために研究会・

ゼミナールが開かれました。 

④月報を 1 号の欠号もなく発行：創立時より月報を発

行し、その中でバッハ音楽、文学、哲学、社会、政治、

教育、人間の生き方が示され、貴重な示唆が与えられ

ました。［ホームページ上に、創刊 1 号より 18 号まで

がアップされました。ぜひご一読ください］ 

⑤ヨーロッパ演奏旅行を実施：1983 年に第 1 回、わ

が国のアマチュア合唱団としては初めてライプツィヒ

聖トマス教会で演奏。その後も数年おきに続け、2009

年に第 5 回（フライブルクとシュトゥットガルト）。 

⑥厖大な演奏経歴：1962 年から 2014 年の演奏経歴は

厖大なもので、定期演奏会中心に示してみますと下記

の曲目です。 

教会カンタータ 125 曲、世俗カンタータ 3 曲、モテ

ット全 6 曲、ミサ曲（ロ短調、ト短調、ト長調）、マニ

フィカト（ニ長調、変ホ長調）、受難曲（マタイ、ヨハ

ネ、マルコ）、オラトリオ（クリスマス前半 18 回と後

半 16 回、復活節、昇天節）、宗教歌曲集（リートとア

リア）18 曲、など。いずれも数回の再演が多数。 

⑦ソロ・カンタータ全曲演奏：バッハのソロ・カンタ

ータを全曲日本語訳で。全曲演奏は日本で初。 

⑧1979 年から大村恵美子先生指揮：合唱団の初期の頃

は、小林道夫先生初め様々な指揮者により演奏してい

ただきましたが、1979 年より主宰者である大村先生が

指揮をされることになりました。大村先生の一貫した

バッハの音楽に対する高い理念とそれを推進する強い

実行力により、合唱団もますます充実し、発展してま

いりました。 

⑨創立 50 周年記念公演：合唱団創立 50 周年記念企画

として、2011 年～2014 年に「バッハ 4 大合唱作品［日

本語］連続演奏」を実施。 

1）ロ短調ミサ曲（2011.12.3、杉並公会堂）  

2）クリスマス・オラトリオ（前半 2012.12.3、後半

2013.12.7、いずれも杉並公会堂） 

3）マタイ受難曲（2013.3.30、紀尾井ホール） 

4）ヨハネ受難曲（2014.3.15、杉並公会堂） 

⑩日本語版楽譜の出版とＣＤの発行：2000 年より日本

語歌詞付き楽譜の出版がなされ、2004 年までに「バッ

ハ・カンタータ 50 曲選」として代表作 50 曲が出版さ

れました。その後も公演スケジュールに合わせて楽譜

出版が継続されています。 

⑪「バッハ コラール･ハンドブック」出版：バッハの

教会カンタータや受難曲、オラトリオ、モテットなど

に用いられるコラール全 154 曲の各曲に、歌詞（原詞

と訳詞）、旋律譜などを付けた「バッハ コラール･ハン

ドブック」が刊行されました(2011 年 3 月、春秋社)。

世界でも類を見ない画期的な出版です。バッハ演奏家、

研究者に必備のハンドブックです。 

⑫バッハ宗教歌曲集[日本語演奏]名演 20 選の発行：定

期演奏会のアンコールで歌われたソリスト 11 名によ

る「バッハ宗教歌曲集名演 20 選」の夢の饗宴。ＣＤ1

枚と通奏低音つき楽譜（日本語/ドイツ歌詞併載）が出

版されました。同じ曲でも複数のソリストによって歌

われているものもあり、表現の違いを知らされます。

価値ある発行です。 

 

合唱団創立にあたって、大村恵美子先生は「どこは

さておいても ここだけはネグるわけにはゆかない と

いうふうになれたら…」（月報第 1 号・1962 年 7 月）

と述べておられます。私も 52 年間、大村先生のご指導

のもと、東京バッハ合唱団だけはネグるわけにはゆか

ない合唱団として、歌ってまいりましたが、その中で

与えられた宝は計り知れません。83 歳を迎えられた先

生の 52 年間に成された偉業がさらに積み重ねられて

いき、先生を通して演奏されるバッハの音楽が、これ

からも一層人々に感動を与えていかれますよう願って

やみません。 

83 歳を迎えられた大村恵美子先生 


